
株式会社ベネッセコーポレーション

学年 教科等 単元等 活用アプリ

小5-中3 情報活用能力 ルーブリックで発表を相互評価し改善する オクリンクプラス
ピン集計

班ごとの発表の際に、班同士でアドバイスを伝え合い、お互いの発表や成果物を
改善しよう

準備：
・ルーブリック編集用ファイルにルーブリックを入力し、画像として保存する。
・共有コードを使用してカードを取得する。
・取得したカードにルーブリックの画像を貼り、ピン集計用画像にする。
・みんなのボードを班の数分用意する。
・準備したカードを子供たちのマイボードに送信する。

授業の流れ：
1. 班ごとの発表の前に、先生が相互評価するカードを提示しながら、ルーブリックの評価基準と、評価の

つけ方について説明する。
2. 班ごとに資料を使って発表する。
3. 評価する側の班の代表が、班のメンバーの意見を聞き、先生から送られたルーブリックカードに評価の

ピンを押し、改善ポイントを入力して、カードを、「発表した班のみんなのボード」に送る。
4. すべての班の発表と相互評価が終わったら、「自分の班のみんなのボード」に集まったルーブリックカード

にをピン集計し、評価を確認。その後評価をもとに、発表の仕方やスライド、成果物を改善する。
※相互評価は複数回実施するとよい。

• 班ごとにルーブリックに基づいた相互評価をすることで、明確な方向性を持ちながら発表の
改善をすることができます。

• ルーブリックには、特に子供たちに意識させたい能力を任意に設定することができます。
• 良いところ、改善されたところを他者から見つけてもらうことで、発表を高め合い、前向きに取
り組むことができます。 pb01KCK4FT56ZB3FX7WAS7WXVDG8

ICTサポータの活用事例
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株式会社ベネッセコーポレーション

ルーブリック評価カードサンプル（入力例）
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